
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
で
は
、
安
倍
内
閣
の
経
済

対
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る

緊
急
経
済
対
策
で
、
こ
れ
ま
で
の

懸
案
で
あ
っ
た
公
共
施
設
の
ハ
ー

ド
事
業
を
総
額
25
億
８
千
万
円
規

模
（
町
負
担
分
１
・
５
億
円
）
で

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
恐
竜
博
物
館
を
は
じ

め
、
街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ふ
れ

あ
い
広
場
（
通
称
・
恐
竜
公
園
）、

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
ふ

れ
あ
い
館
な
ど
の
施
設
を
中
心
に

市
街
地
整
備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

（
通
称
・
恐
竜
ロ
ー
ド
）
を
軸
に
、

新
旧
市
街
地
を
結
ん
だ
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
網
で
は
、
国
道
４

４
５
号
（
小
坂
〜
木
倉
間
）
や
九

州
中
央
自
動
車
道
「
小
池
高
山
イ

ン
タ
ー
」（
高
木
）
が
開
通
し
ま

し
た
。
九
州
中
央
自
動
車
道
は
、

平
成
30
年
に
「
上
野
イ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
と
「
北
中
島
イ
ン
タ
ー
」

（
同
）
が
、
平
成
32
年
に
は
「
矢

部
イ
ン
タ
ー
」（
同
）
の
開
通
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
本
町
を
中
心
に
九
州
の
交
通
網

が
交
わ
り
、
ア
ク
セ
ス
と
利
便
性

が
格
段
に
向
上
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
中
山
間
の
活
性
化
に
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

一
方
、
地
域
活
性
化
の
ソ
フ
ト

事
業
で
は
、
熊
本
県
夢
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
を
活
用
し
た
水
越
地
区
で

の
地
域
お
こ
し
支
援
、
御
船
町
五

人
の
先
哲
委
員
会
に
よ
る
「
宮
部

鼎
蔵
没
後
１
５
０
年
記
念
式
典
」

の
開
催
な
ど
、
地
域
や
歴
史
、
文

化
に
目
を
向
け
た
地
域
主
体
の
振

興
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指

定
管
理
者
へ
の
移
行
、
自
治
基
本

条
例
の
策
定
作
業
な
ど
、
民
間
や

地
域
の
力
に
着
目
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、「
地
方
創
生
元
年
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
内
全
域
の
活

性
化
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
分
権
時
代
や
人
口
減
少
、

超
高
齢
化
社
会
な
ど
、
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
こ
の
情
勢
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
地
方
主
体
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
緊

急
経
済
対
策
や
地
方
創
生
な
ど
、

国
の
動
き
に
注
視
し
な
が
ら
、
本

町
の
特
色
を
生
か
し
た
自
治
体
運

営
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
▼
中
山

間
の
人
口
減
少
対
策
と
定
住
化
▼

吉
無
田
高
原
・
水
源
の
利
活
用
▼

学
校
跡
地
の
再
利
用
▼
恐
竜
博
物

館
を
核
と
し
た
国
際
交
流
▼
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
検
討
▼
熊
本
市
を
中

心
と
し
た
近
隣
自
治
体
と
の
都
市

圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
連
携
―
な
ど
、
本

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
政
策
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
「
共き

ょ
う
そ
う創」

を
基
本
理
念

に
、
住
民
、
議
会
、
行
政
に
よ
る

三
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
型
行
政
運
営
を
一
層

進
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る

こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
、

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
町
議
会

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
国
の
情
勢
の
な
か
で
は
昨

年
の
５
月
８
日
に
有
識
者
で
つ
く

る
、
政
策
提
言
機
関
「
日
本
創
成

会
議
」
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分

科
会
（
座
長
・
増
田
寛
也
元
総
務

相
）
が
「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地

方
元
気
戦
略
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
全
国
約
半
数
の
８
９
６
自
治

体
、
ま
た
県
内
で
も
26
の
市
町
村

が
２
０
４
０
年
ま
で
に
若
年
女
性

（
20
〜
39
歳
）
の
50
％
以
上
が
減

少
す
る
と
い
う
「
消
滅
可
能
性
都

市
」
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
憂
慮
す
べ
き
人
口
の
推
計
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
最
重
要

課
題
と
し
て
、
国
が
進
め
て
い
る

地
方
創
生
に
向
け
て
各
々
の
市
町

村
が
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
今

ま
で
の
デ
ー
タ
の
分
析
と
今
後
の

将
来
予
測
な
ど
を
行
い
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
地
方
版
総
合
戦

略
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
御
船
町
に
お
い
て
も
、
避
け

て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
口
減

少
を
は
じ
め
、
社
会
保
障
費
な
ど

の
増
加
や
地
域
公
共
交
通
の
充
実

な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
財
政
基
盤

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
23
年
に
議
長
に
就

任
し
、
早
い
も
の
で
１
期
４
年
の

最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
議
長

と
し
て
就
任
当
時
「
議
会
で
は
、

基
本
条
例
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
の
肉
付
け
、
議
員
定
数
の
見
直

し
、
山
間
地
の
活
性
化
な
ど
を
中

心
に
地
域
に
足
を
運
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
か

ら
議
会
を
見
て
こ
の
４
年
間
い
か

が
で
し
た
か
。
第
１
に
議
員
定
数

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
24

年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
定

数
を
16
人
か
ら
14
人
の
２
人
削
減

す
る
こ
と
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。
本
年
４
月
の
一
般
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
第
２
に
議

員
力
を
高
め
る
と
共
に
議
員
の
資

質
向
上
を
図
る
た
め
に
「
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
を

平
成
25
年
12
月
の
定
例
会
議
で
、

議
員
発
議
で
提
出
し
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
第
３
に
、
議
会

基
本
条
例
の
３
つ
の
理
念
の
１
つ

で
あ
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
更
に
情
報
公
開
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
議
会
改

革
の
取
組
が
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
昨
年
５

月
28
日
、
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第

39
回
全
国
町
村
議
会
議
長
副
議
長

研
修
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
１
６
０
０
人
を

前
に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
と
議
会
改
革
の

取
組
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
３
つ
の
理

念
を
継
承
し
、
さ
ら
な
る
二
元
代

表
制
の
確
立
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
傍
聴
な
ど

積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
議

会
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
１
年
が

町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
を
申
し
上
げ
ま
し
て
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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地方創生元年
チャレンジする

御船町議会

新年のごあいさつ


